
公立大学法人    都留文科大学 

 

第８回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 22年 10月 27日（水） 

場 所：附属図書館 4階学習室 

出席者：加藤祐三学長、高田理孝副学長、福田誠治副学長、椎廣行事務局長、大平栄子学長補佐 

     鈴木武晴学長補佐、阿毛久芳研究科委員長、鶴田清司初等教育学科長 

    新保祐司国文学科長、儀部直樹英文学科長、前田昭彦社会学科長、大辻千恵子比較文化学科長 

    杉本光司地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、相川泰総務課長 

欠席者：田中一利理事、樋渡登学長補佐、浜谷ｴﾛｲｽ外国語教育ｾﾝﾀｰ長、重原達也学生課長 

 

■挨拶 

加藤学長よりあいさつ 

 

議  事 

1. 都留文科大学 3ポリシーについて 

○担当委員より説明、審議の結果、各学科で再度検討、確認を行う 

・各ポリシーの文頭を「都留文科大学文学部」に統一 

・カリキュラムポリシーの文末を言い切りの形に変更 

・初等教育学科と比較文化学科の小項目を○～で統一 

  

2. 平成 23年度初等教育学科特任教員採用について 

○担当委員より説明 

・次年度専任教員が学外研究へ出るため、美術教室の安全管理と運営を考え、特任教員（Ｂタイプ）の

採用を考えている。期間は専任教員が学外研究へ出ている 1年間とする。 

・入試業務及び委員会業務はお願いしない方向で考えている。 

 

報 告 

1. 公立大学法人都留文科大学ハラスメントの防止等に関する規程（案）について 

○担当委員説明 

・7月 26日に行われた、常任理事会にて修正された案である 

・人権委員会、学科会議等で出た意見を教育研究審議会で検討していく 

 

2. その他 

○担当委員より FD委員会の報告 

・10月 31日までの教育業績を 12月末までに提出（教員） 

・大学院の FD活動のあり方について 

○担当より秋季オープンキャンパス実績報告について 

・参加者数 375名（県内：213名、県外：153名、不明：9名）  


